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本⽇の講演内容

1．オープンサイエンスと研究データ管理
2．NII研究データ基盤
（1）NIIリサーチ・データ・クラウド概要
（2）研究データ検索基盤 CiNii Research
（3）研究データ公開基盤 JAIRO Cloud
（4）研究データ管理基盤 GakuNin RDM
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オープンサイエンスと研究データ管理
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オープンサイエンスの潮流(1)

オープンサイエンスとは、オープンアクセスと研究データのオープ
ン化（オープンデータ）を含む概念である。オープンアクセスが進む
ことにより、学界、産業界、市⺠等あらゆるユーザーが研究成果を広
く利⽤可能となり、その結果、研究者の所属機関、専⾨分野、国境を
越えた新たな協働による知の創出を加速し、新たな価値を⽣み出して
いくことが可能となる。また、オープンデータが進むことで、社会に
対する研究プロセスの透明化や研究成果の幅広い活⽤が図られ、また、
こうした協働に市⺠の参画や国際交流を促す効果も⾒込まれる。さら
に、研究の基礎データを市⺠が提供する、観察者として研究プロジェ
クトに参画するなどの新たな研究⽅策としても関⼼が⾼まりつつあり、
市⺠参画型のサイエンス（シチズンサイエンス）が拡⼤する兆しにあ
る。近年、こうしたオープンサイエンスの概念が世界的に急速な広が
りを⾒せており、オープンイノベーションの重要な基盤としても注⽬
されている。

http://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/5honbun.pdf
第5期科学技術基本計画 本⽂ より

http://id.nii.ac.jp/1458/00000023/ （JPCOAR RDMトレーニングツールより）

http://id.nii.ac.jp/1458/00000023/
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武⽥英明『研究オープンデータにおける⼤学と研究者の役割』（CC BY）より
https://www.slideshare.net/takeda/ss-106549043

オープンサイエンスとは︖



研究データのライフサイクル
⽣成

加⼯

分析

保存

公開

再利⽤

・The UK Data Archive
(http://www.data-archive.ac.uk/create-manage/life-cycle)

・RDM Support - basic training course for information specialists
（http://dx.doi.org/10.6084/m9.figshare.1285313）より

http://id.nii.ac.jp/1458/00000023/ （JPCOAR RDMトレーニングツールより）

http://id.nii.ac.jp/1458/00000023/


オープンサイエンスの潮流(2)

こうした潮流を踏まえ、国は、資⾦配分機関、⼤学等の研究機関、
研究者等の関係者と連携し、オープンサイエンスの推進体制を構築す
る。公的資⾦による研究成果については、その利活⽤を可能な限り拡
⼤することを、我が国のオープンサイエンス推進の基本姿勢とする。
その他の研究成果としての研究⼆次データについても、分野により研
究データの保存と共有⽅法が異なることを念頭に置いた上で可能な範
囲で公開する。

http://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/5honbun.pdf
第5期科学技術基本計画 本⽂ より

http://id.nii.ac.jp/1458/00000023/ （JPCOAR RDMトレーニングツールより）

http://id.nii.ac.jp/1458/00000023/
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武⽥英明『研究オープンデータにおける⼤学と研究者の役割』（CC BY）より

https://www.slideshare.net/takeda/ss-106549043

(CC BY-ND)



統合イノベーション戦略

9https://www8.cao.go.jp/cstp/stmain.html



研究データ管理とは︖
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Research Data Oxford, About RDM 
http://researchdata.ox.ac.uk/home/introduction-to-rdm/

ある研究プロジェクトにおいて使⽤された、あるいは⽣
成された情報を、どのように組織化、構造化、保管、管
理していくのか、を指す⾔葉

研究データの取り扱い
計画の策定

研究中の⽇々の情報の
取り扱い

研究後のデータの公開
や⻑期的なの保管

RDM: Research Data Management



研究データを構成するもの
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• ⽂書ファイル、スプレッド
シート

• 研究ノート、フィールドノー
ト（野外調査の記録）、⽇誌

• アンケート、転写物、コード
ブック

• ⾳声テープ、ビデオテープ
• 写真、フィルム
• スライド、⼈⼯物、標本、サ

ンプル
• 統計的なデータファイル

• 試験・検査への反応、応答
• 研究の過程で獲得され、⽣成

されたデジタル資料のコレク
ション

• データベースのコンテンツ
（ビデオ、⾳声、テキスト、
画像）

• モデル、アルゴリズム、スク
リプト

• アプリケーションソフト
• ⽅法論、ワークフロー
• 標準的な操作⼿順

データの内容（例） データの形式の例（例）



研究データのロングテールデータ (1)
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研究データのロングテールデータ (2)

2019/8/23 国⽴情報学研究所
13



研究助成機関によるデータ管理計画提出の
義務化（海外）
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l英国 l欧州 l⽶国
助成機関 DMP提出の

要求の有無

AHRC（芸術・⼈⽂科学研究会議） ○

BBSRC（バイオテクノロジー・⽣物科学研究会議） ○

EPSRC（⼯学・⾃然科学研究会議） △

ESRC（経済・社会研究会議） ○

MRC（医学研究会議） ○

NERC（⾃然科学研究会議） ○

STFC（科学技術研究会議） ○

Cancer Research（王⽴がん研究基⾦） ○

Wellcome Trust（ウェルカム財団） ○

助成機関 DMP提出の
要求の有無

AHRQ（医療研究品質局） ○

ASPR（事前準備対応次官補局） ○

CDC（疾病予防管理センター） ○

DOD（国防総省） ○

DOE（エネルギー省） ○

DOT（運輸省） ○

FDA（食品医薬品局） ○

NASA（航空宇宙局） ○

NIH（国⽴衛⽣研究所） ○

NIST（国⽴標準技術研究所） ○

NOAA（海洋⼤気丁） ○

NSF（国⽴科学財団） ○

SI（スミソニアン協会） △

USDA（農務省）

USAID（国際開発庁）

USGS（地質調査部） ○

VA（退役軍⼈省） ○



研究データ保存のガイドラインと規程
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• 『研究活動における不正⾏為への対応等に関するガイドライン』（2014.8.26）
• 研究機関は、研究者に対して⼀定期間研究データを保存し、必要な場合に開⽰

することを義務付ける旨の規程を設けるべし

• 『（回答）科学研究における健全性の向上について』
（2015.3.6）

• 論⽂等の形で発表された研究成果のもととなった実験データ等の研究資料は、
当該論⽂等の発表から10年間の保存を原則とする

• 『京都⼤学における公正な研究活動の推進等に関する規程』
（ 2015.2.24）

• 『京都⼤学の研究データ保存（理事裁定）』（2015.7.30）
• 保存期間は、当該論⽂等の発表後少なくとも10年とし、これを下回って定めて

はならない



国内の研究助成機関の動向
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機関名 ⽅針策定状況

国⽴研究開発法⼈
⽇本医療研究開発機構
（AMED）

• 「疾病克服に向けたゲノム医療実現化プロジェクト」及び「難病克
服プロジェクト」ゲノム医療実現のためのデータシェアリングポリ
シー（2016.4）

• 2018.5.1以降にAMEDが新規公募する事業について、データマネジメ
ントプランの提出を義務化（2018.3）

国⽴研究開発法⼈
科学技術振興機構
（JST）

• 「オープンサイエンス促進に向けた研究成果の取扱いに関するJST
の基本⽅針」策定（2017.4）

• 「戦略的創造研究推進事業におけるデータマネジメント実施⽅針」
（2016.2）に基づき、データマネジメントプランの提出を要求

経済産業省
産業技術環境局

• 「委託研究開発におけるデータマネジメントに関する運⽤ガイドラ
イン」策定（2017.12）

• データマネジメントプランの作成を要求

独⽴⾏政法⼈
⽇本学術振興会（JSPS）

• 「論⽂のオープンアクセス化に関する実施⽅針」策定（2017.3）
• データに関する⽅針は未定

＊データマネジメントプラン（データ管理計画書）の提出を要求



研究データ管理・公開の必要性

2013年6⽉ G8科学⼤⾂会合の研究データのオープン化声明への調印
2015年3⽉ 内閣府のオープンサイエンスに関する報告書
2016年1⽉ 第5期科学技術基本計画のオープンサイエンスへの⾔及
2016年7⽉ ⽇本学術会議のオープンサイエンスに関する提⾔
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オープンサイエンス

市⺠科学
産学連携

研究者間の
格差是正

成果の再利⽤で研究の加速化
• 共同研究への積極的な展開
• 研究成果の再現性が向上

研究者の適切な評価
• 若⼿研究者のVisibility向上
• 実験者や解析者にも脚光

ラボ

研究
データ
管理

Research Data

コミュニティ

• オープンアクセス
• オープンリサーチデータ

Web2.0

Science2.0



研究データ管理を学術機関で整備する意味

• 研究者はこれまでも研究上の必要において研究データ
管理をしており、それは今後も変わらない。

• しかし個々の研究者が、RDMのための「環境」を⽤意
することは、負担が⼤きく、⾮効率である上、永続性
が担保されない。

• またRDMは多くの場合、「説明責任」の観点から対応
が必要であり、機関が責任を取る必要がある。

• 学術機関にとって、RDM環境を整備することが、デジ
タル時代における研究⼒強化につながることも⾒逃せ
ない。
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マルチステークホルダ
異なる⽴場からの課題へのアプローチ
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• 学内における、研究データ管理の位置づけ
ü 研究データ管理規定（ポリシー）
ü 機関リポジトリ運⽤規則（利⽤規程、データのエンバーゴ/破棄期間の設定等）

• 情報基盤
ü ストレージ、機関リポジトリ、認証、セキュリティ
ü 各⼿続きのためのシステム構築・運⽤

（10年保存（研究者転出等への対応含む）、公開・⻑期保存、研究評価等向けヴィジュアル化）
• 研究データ管理体制

ü 研究データ管理の事務体制（DMP, 研究データ10年保存）
ü 研究過程における研究データ管理（データ構造化、管理、説明資料等付加）
ü 研究データ登録・申請⼿続き（根拠データ、公開データ、⻑期保存データ）
ü 研究データ保存・公開⼿続き（保存・公開前の内容確認、データ管理情報等の付与）

• 啓蒙啓発、研修体制
ü データ管理計画（DMP）作成⽀援
ü 研究データ管理研修（院⽣・研究者向け、研究⽀援者向け）

• 研究データ利⽤体制
ü 研究評価、研究戦略策定のための利⽤体制と⼿続き
ü 共同研究、産学連携等のための連携体制と利⽤

情報基盤センター
情報基盤センター

研究推進部
研究者、研究室スタッフ
研究者、研究室スタッフ

⼤学図書館

⼤学図書館

⼤学図書館

研究推進部

研究推進部

⼤学図書館

URA、IR

URA

URA、産学連携・社会連携室

⼤学執⾏部 研究推進部
研究推進部



NII研究データ基盤
（NIIリサーチ・データ・クラウド）
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セキュリティ強化クラウド活⽤⽀援

⼤学間連携⽀援

学術コンテンツ基盤

HPCI認証

学術認証
フェデレーション

学術情報の公開・共有

国内回線 全都道府県100Gbps化
海外（⽶国・欧州・アジア）との⾼速接続
多様化するニーズに応えるSDNなどの最新ネットワーク技術の導⼊

学術情報ネットワークの構築・運⽤

クラウド利活⽤促進による
⼤幅なIT経費削減・
研究教育環境の⾼度化

学術情報流通と
オープンアクセスの推進
オープンサイエンスの推進

仕様統⼀したシステムによる
⼤学間連携、各種資源の
相互利⽤の促進

クラウド⽀援サービス
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NII学術情報基盤の全体像
u全国を網羅する超⾼速ネットワークを構築し、その上で、認証、クラウド、セ

キュリティ、コンテンツ流通（オープンサイエンス含む）機能の推進

SINET直結クラウド

電⼦証明書による安全な認証
⾼性能VPNによるセキュアな通
信環境の提供
サイバーアタック対策

⾼性能VPN

電⼦証明書

無線LAN
ローミング

超⾼速・⾼機能回線

アクセス回線共同調達

セキュリティ基盤

⼤学などの学術研究・教育活動の連携・推進



NRDC (NII Research Data Cloud)概要
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• 機関リポジトリ＋分野別リポジトリやデー
タリポジトリとも連携

• 研究者や所属機関、研究プロジェクトの情
報とも関連付けた知識ベースを形成

• 研究者による発⾒のプロセスをサポート

⻑期保存対応ストレージ領域

Cold
Storage

Cold
Storage

Cold
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

データ公開基盤

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

成果論⽂ 研究データ

機関向け研究データ管理公開・蓄積管理・保存

検索・利⽤

⾮公開 共有 公開
• データ管理基盤における簡便な操作で研究

成果の公開が可能
• 図書館員やデータキュレータによる、メタ

データや公開レベル統計情報などの管理機
能の提供

• データ収集装置や解析⽤計算機とも連携
• 研究遂⾏中の研究データなどを共同研究者

間やラボ内で共有・管理
• 組織が提供するストレージに接続した利⽤

が可能

分野別
リポジトリ

海外の
研究データ
公開基盤DOI ORCIDデータ検索基盤

直結

アクセスコントロール

実験データ
収集装置

解析⽤
計算機

データ管理基盤

次期



NRDCによる研究活動のサポート
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⼤学等研究チーム

データ管理基盤

データ公開基盤

データ検索基盤

○ 従来知⾒（論⽂や実験
データ）の取得、整理

○ 独⾃の実験データや解析
結果の管理、共有

Hot
Storage

新たな研究成果

○ 執筆論⽂の管理、共有
○ 図表等の管理、共有
○ エビデンスデータの整理

公開OK ⾮公開希望 Cold
Storage

⾮公開データの⻑期保存ファイル＋メタデータ

○ 図書館員、キュレータに
よるメタデータチェック

○ DMPとの整合性確認
○ エンバーゴの設定
○ DOIの付与

図書館員
キュレータ

などがサポート

○ 他の論⽂等とのリンク情
報を機械的に付与

○ 名寄せ処理などを実施
○ 各公開基盤（機関リポジ

トリ）からの情報を収集

情報基盤センター
などが管理

⾮公開・ラボ公開・インターネット

新しい研究着⼿

実験・解析

論⽂執筆・投稿

論⽂採録論⽂・データ登録

公開

従来知⾒調査

海外サービス連携



研究データ検索基盤
の紹介
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データ検索基盤
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• 公開基盤や外部DB上の研究データのメタデータを対象とした検索
• タイトル・作成者・作成⽇時・フォーマット等

• 研究活動を取り巻く情報のつながりを利⽤した発⾒
• ⽂献・データ・研究者・研究課題・助成機関等

従来の研究成果物
DOI, Handle, URI, 

ISBN, ISSN...

研究プロジェクト
研究課題番号

助成機関
Crossref Funder, 
GRID, ISNI...

所属機関
機関番号, GRID, ISNI...

研究者番号,ORCID...

研究者

研究データ
DOI, URI...

研究活動

プロジェクトリーダー
加藤⽂彦 特任研究員



NII学術情報サービス

I
IR

180

J-Stage NDL�

Library

1,330
JSPS ⽂部科学省

⽇本語の雑誌記事や論⽂の
メタデータやリンク

2000�万件

⽇本の機関リポジトリの
メタデータとリンク

280�万件

科研費プロジェクト報告書
85�万件

NACSIS-CAT

⼤学図書館の蔵書カタログ
書誌情報1200�万件
所蔵情報1.4�億件

⼤学及び研究機関

Societies

500



I
IR

180

J-Stage NDL�

Library

1,330
JSPS ⽂部科学省

⽇本語の雑誌記事や論⽂の
メタデータやリンク

2000�万件

⽇本の機関リポジトリの
メタデータとリンク

280�万件

科研費プロジェクト報告書
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課題1.�研究データや識別⼦ 課題2.独⽴したサービス



データリポジトリ

データ(と/または)
そのメタデータが
独⽴して公開

研究データの出版パターン

論⽂の付録

論⽂の補⾜資料と
して公開
・出版社
・データリポジトリ

データジャーナル

データ⾃体の説明
を論⽂として公開
・データリポジトリ
ありなし



現状の研究データ発⾒

• 分野によってはリポジトリやカタログが整備
• 例: JAMSTEC、NBDC
• どうやって分野リポジトリを知るのか?
• 分野横断的な発⾒は?

• メタデータのクオリティ
• ライセンスや形式など細⽬まであるものからタイト

ルしかないものまで
• タイトルが“Figure 1 of 論⽂名”や番号
• 単なるテキストサーチでは限界



探索の問いは関係から⽣まれる

• 論⽂で引⽤されている論⽂
• 論⽂で引⽤されているデータ
• 論⽂で使われている図の⽣データ
• 分野で有名なデータベースを引⽤している論⽂
• ノーベル賞を受賞した研究者の過去の課題と成果



ナレッジグラフ

• 情報とその関係性を明⽰的に定義したもの
• 情報: 論⽂、データ、研究者、組織、助成、・・・
• 関 係 性 : 引 ⽤ 、 被 引 ⽤ 、 同 ⼀ 、 所 属 、 助 成 成

果、・・・

助成機関報告書

図書・論⽂・
デジタル
アーカイブ・
データ等 研究課題

番号

科研費研究者ID,�
ORCID...

Crossref Funder,�
GRID,�ISNI...

学術成果物

DOI,�Handle,�
URI,�ISBN...

研究助成研究者

所属機関



CiNii ナレッジグラフ構築

• 対象の情報
• 論⽂: CiNii Articles 2000万件
• 書籍: CiNii Books 1200万件
• 研究者・助成: KAKEN20万

⼈・60万プロジェクト
• 研究データ: 機関リポジトリ、

分 野 リ ポ ジ ト リ 、 JaLC 、
DataCite

• 情報の関係性
• ⽂献と著者: CiNii Articles名

寄せ・KAKEN報告書
• 著者と組織: 機関リポジトリ
• データと⽂献: データ引⽤、

被引⽤



助成機関報告書

図書・論⽂・
デジタル
アーカイブ・
データ等 研究課題

番号

科研費研究者ID,�
ORCID...

Crossref Funder,�
GRID,�ISNI...

学術成果物

DOI,�Handle,�
URI,�ISBN...

研究助成研究者

所属機関











CiNiiナレッジグラフの可視化



研究データ「被」引⽤

• データリポジトリによる研究成果の把握
• データ公開の効果測定
• コミュニティの拡⼤→イベント開催など

• 事例
• 情報学研究データリポジトリ (NII IDR)
• 東京⼤学社会科学研究所附属社会調査・データアー

カイブ研究センター (SSJDA)
• 国⽴国語研究所コーパス開発センター (NINJAL)



• 情報学研究データリポジトリ
• 企業、コンソーシアム、学会から
• 情報学研究データ
• ⾳声コーパス
• テストコレクション
• １年毎にデータセット利⽤に関す

るレポートを要求
• 成果のID関連付けあり
• NAID: 21.5%, DOI: 13.8%

• https://www.nii.ac.jp/dsc/idr/



http://id.nii.ac.jp/1001/00194212/

Yahoo!データセットの引⽤



http://id.nii.ac.jp/1001/00194212/

Yahoo!データセットを利⽤した
科研費課題の分類



• 社会科学調査データ
セット
• 研究者や機関から寄託

• 利⽤要件
• 謝辞への記載
• １年毎の利⽤報告

• 成果のID関連付けなし
• CiR側でマッチング
• NAID: 40.4%, NCID: 9.4%

• https://csrda.iss.u-tokyo.ac.jp/







分野別リポジトリとの連携案

46

CiNiiナレッジグラフ



国際協調案

CiNiiナレッジグラフ



今後の予定

• データの名寄せ・関連付け
• APIの拡充
• 外部との連携
• データソース拡充



図書館・URA・研究者等との連携案

• ⼤学・機関側がチェックしたIDとその関係
• IDRの例 => CiNii Researchの表⽰やAPIに反映
• ナレッジグラフに統合された他の情報と⼀緒に使⽤

可能
• リポジトリやKAKENで、関連IDを⼊⼒
• 成果物: DOI、NAID、NCID、ISBN
• 研究者: e-Rad、ORCID
• 研究助成: 課題番号
• 引⽤: DOI

• それ以外にも、独⾃の研究者成果⼀覧などがあれば連
携可能性
• 表形式やフォームで登録できるようにする?



検索基盤のまとめ

• 研究データを含む、研究に関する事柄を発⾒す
るためのサービスを開発中
• CiNii ナレッジグラフの構築が鍵
• 関係情報を作っていくための様々な連携を期待
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研究データ公開基盤
（次期）の紹介

52



データ公開基盤
新システム
• 管理基盤（研究者）と公開基盤（図書館員＆URA）の機能を切り分けて

次世代機関リポジトリとしての機能の先鋭化
• システム内部のコンポーネント化を徹底することで拡張性と運⽤性を⾶

躍的に向上

53

どう変わるか︖
• 研究者にとって研究成果を簡単に公開できるようになる
• 研究データ向けのIFにも随時対応し⼤容量データ登録も可能になる
• 機関リポジトリだけでなく分野別リポジトリにも活⽤しやすくなる

DB

リポジトリシステム

全⽂検索 画像処理 外部APICache 統計処理

タスク管理

最新のアーキテクチャーと機能を備えたデジタル
リポジトリシステムを国際連携のもとで開発

新システム
リポジトリ
システム

全⽂検索 統計処理

DB

画像処理 外部API

旧システム

登録

プロジェクトリーダー
林正治 特任助教



現状報告
2019年7⽉現在
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JAIRO Cloud(JC)とは

• 機関リポジトリ機能を提供するクラウドサービス
• 利⽤機関はコンテンツ管理に専念
• システム管理・運⽤はJPCOARとNIIが担当

共同運⽤ 開発

適⽤

■ JAIRO Cloud構築中
■ JAIRO Cloud公開
■ 独⾃構築

JC導⼊機関数

558機関
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2019/03時点 357



次期JAIRO Cloudに
求められる役割



オープンサイエンス時代のリポジトリ

• オープンサイエンスとは
「オープンアクセスと研究データのオープン化（オープンデ ータ）を含む概
念」（第５期科学技術基本計画,2016）
「公的研究資⾦を⽤いた研究成果について、科学界はもとより産業界及び社会
⼀般から広く容易なアクセス・利⽤を可能にし、知の創出に新たな道を開くと
ともに、効果的に科学技術研究を推進することでイノベーションの創出につな
げることを⽬指した新たなサイエンスの進め⽅」
(科学技術・学術審議会学術分科会 学術情報委員会 :学術情報のオープン化の推
進について（審議まとめ）,2016)

• 機関リポジトリへの期待
「公的資⾦による研究データについて、機関リポジトリを始めとするデータイ
ンフラで公開を促進」(内閣府︓統合イノベーション戦略,2018)

従来の役割（オープンアクセス）に加えて
オープンサイエンス（研究データ）への対応が必要



機関の研究データ管理・利活⽤⽅針への対応

「国⽴研究開発法⼈におけるデータポリシー策定のためのガイドラ
イン」（ 2018年6⽉ 内閣府 ）

• 国研でのデータポリシー策定に必要な視点を提供。
「 研究データリポジトリ整備・運⽤ガイドライン」
（ 2019年3⽉ 内閣府）

• 国研・⼤学等により整備される研究データリポジトリについてのガ
イドライン。⼈材育成、FAIR原則、リポジトリの国際的な信頼性、
運⽤の継続性などデータプロバイダとしての視点が⾮常に強い。

「学術機関における研究データ管理に関する提⾔」
（ 2019年５⽉ ⼤学ICT推進協議会）

• ⾼等教育機関における研究データに関する複数の視点を提供。機関
の責任として複数の部署が連携して、研究データを適切に管理し、
機関リポジトリを通じて利活⽤に供する。

機関における研究データ管理・利活⽤に関する議論が本格化
機関リポジトリの位置づけにも影響



次期JAIRO Cloudの概要



次期JAIRO Cloudについて

)

3

C

33 (

)

  

(

A A A

Host OS

FileSystemApache　HTTPD Server

Server

MariaDB

NetCommons2

WEKO NC2
Modules

VirtualHost

NetCommons2

WEKO NC2
Modules

VirtualHost

現⾏JAIRO Cloud 次期JAIRO Cloud

• NetCommons2モジュール
• PHP
• Apache, MySQL
• SWORDv2 

• Invenio3ベース
• Python
• Nginx, PostgreSQL,  Elasticsearch, 

Redis ,RabbitMQ
• クラウドストレージ対応
• ResourceSync, SWORDv3

JAIRO Cloudのメジャーバージョンアップ



次期JAIRO Cloudの⽅向性

機関リポジトリ

デジタルアーカイブ

データリポジトリ

研究
データ

学術
論⽂

メタデータ＋
永続的識別⼦

ランディング
ページ

機関における学術論⽂・研究データ公開を⽀援

WEKO3

学術論⽂・
研究データ

デジタル
画像

研究データ
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JPCOAR Schema



開発状況



アイテム詳細ページ

メタデータ

インデックス
コンテンツ＋プレビュー

識別⼦

統計

引⽤情報

出⼒

アイテムタイトル

※開発中画⾯



コンテンツ詳細ページ

インデックス
コンテンツ

プレビュー

更新履歴＋利⽤統計
※開発中画⾯



プレビュー機能の強化

67

※開発中画⾯



アイテムタイプの編集

現⾏WEKO2を踏襲し、アイテムのメタデータ編集をGUIで可能

※開発中画⾯



メタデータの編集

※開発中画⾯

ワークフロー状況

⼊⼒画⾯



ワークフロー機能

機関の業務内容に合わせてフローの組み換えが可能
フローの拡張性を考慮した開発を実施

70

※開発中画⾯



画⾯のカスタマイズ

マウス操作で編集

※開発中画⾯



マルチリポジトリ機能

機関に存在する
複数リポジトリを

⼀つのリポジトリに統合可能

72

インデックスツリーの部分を

⼤型研究プロジェクト⽤のリポジトリなど

異なる表⽰で表現可能

※開発中画⾯



次期JAIRO Cloudの運⽤

共同運⽤

開
発

適⽤

開発協⼒

次期



現⾏JCから新JCへの
移⾏について



現⾏JAIRO Cloudの公開・運⽤の期限

• 現⾏サービス期限
• 2020年7⽉末までの公開予定。4⽉以降、順次、

次期JAIRO Cloudからの公開に切り替え
• 新規受付
• 2020年1⽉JC新規申請書受領分まで現⾏JAIRO Cloud

での構築（3⽉に環境提供予定）
• 公開
• 2020年3⽉公開を希望する申請分まで対応。
※次期JAIRO Cloudへの移⾏対象に含める。



移⾏スケジュール

移⾏スケジュール詳細の通知︓2020年1⽉を予定
移⾏期間の短縮が課題

2019年度 2020年度

1 2 3 4 1 2 3 4

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

現⾏JC（WEKO2)

JC運⽤

環境構築

次期JC（WEKO3）

開発

移⾏テスト・修正

説明会

JC運⽤

移⾏期間

環境構築



独⾃構築機関が新JAIRO Cloudに移⾏頂く場合

• WEKO2→WEKO3移⾏ツール
• 2019年度に開発予定

• WEKO2以外のソフトウェア
• 検討中。早くても、2020年度以降の提供
• 現⾏JCのデータコンバータを利⽤しての段階的な移

⾏も可能かと思いますが、2019年度中の移⾏をご検
討頂ければと思います。



その他変更点とデータ移⾏について

• その他の変更点
• 原則、現⾏JAIRO Cloudの機能は次期でも利⽤可能

• アーキテクチャ変更に伴う、部分的な機能強化、機能変更、デザイン変更の可能性あり
• SWORD Client for WEKO(SCfW)はウェブアプリケーションとして実装予定

• 機能は現⾏のSCfWを原則踏襲
• 既存フィルタの活⽤を検討

• Yハンドルの新規発⾏は停⽌。運⽤は継続

• 参照しやすいURLの提供およびDOIの利⽤を推奨

• データ移⾏
• 現⾏JAIRO Cloudからは⼀括移⾏

• WEKO2からの移⾏ツールを開発予定(2019年度)

• 移⾏内容

• 現⾏JAIRO Cloudのコンテンツ

• アイテムの移⾏は⾃動化。ただし、利⽤機関様の独⾃ルールがある場合は対応困難な場合も。

• 確認⽅法
• 最終確認を切り替え前に依頼予定



現⾏JAIRO Cloudからの変更点

# 機能 備考

1 オンライン状況 実装予定なし

2 汎⽤データベース 実装予定なし

3 登録フォーム 実装予定なし

4 カレンダー 実装予定なし

これらの機能を新規で利⽤することはないようにお願いします。
すでに利⽤されている機関には個別連絡予定

（バックアップ⽀援等）

利⽤頻度の低い下記機能は廃⽌となります。



公開基盤のまとめ

• JAIRO Cloudへの展開
• 2019 試⾏運⽤
• 2020 正式運⽤

• 多様なドメインとの連携
• 分野別リポジトリ

• 限定公開への対応
• 分野スキーマ対応

• 付加価値サービス
• Web APIの提供
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• 国際連携
• COAR（特にNGR機能の実装）
• CERN & Invenio Community

2019年度開発︓移⾏ツール開発（旧->新）、研究データ対応など



研究データ管理基盤
の紹介

81



における研究データ管理

研
究
推
進

データ共有による研究効率
の上昇

データの組織的な管理ができること

データについて⽂書にまとめられること

データにメタデータを付与できること
機関内の研究データ管理サービスを⽀援するシステムを提供できること

メタデータはシステム間の相互運⽤性が考慮されていること

資⾦提供元や産業界の要
望・要求を満⾜

個⼈情報・プライバシー保護に対応できること

著作権やライセンス管理ができること

資⾦配分機関のDMPの規定を満⾜すること

産業界のプライバシーレベルやSLAを満⾜すること

研
究
公
正

研究不正を抑⽌・追跡調査
できること

DMPの策定ができること

研究プロジェクトにおいて、⽇々の情報の取扱いができること

研究再現性を確⽴できること

⻑期的にデータを取扱えること

研究における疑念⾏為を抑
⽌・追跡調査できること

研究データや研究記録の正確性、完全性、真正性、信頼性を保障できること

研究者個⼈が研究記録やメタデータの整理により、検索・抽出可能な形で整理・保管適
正なバックアップの作成をできること。

研究室主宰者が教育・指導 メタデータ管理 研究室の統⼀フォーマットの作成をでき
ること。

研究機関の⻑がデータ・バックアップ⽤サーバーの提供など、インフラ整備をできるこ
と。
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オープンサイエンス

研究不正防⽌



研究者と機関の観点からRDMに必要な機能

研
究
者

DMPの策定ができること

研究プロジェクトにおいて、⽇々の情報の取扱いができること

データについて⽂書にまとめられること

データの組織的な管理ができること

データにメタデータを付与できること

研究者個⼈が研究記録やメタデータの整理により、検索・抽出可能な形で整理・保管適正なバックアップの作成をできること

研究室主宰者が教育・指導 メタデータ管理 研究室の統⼀フォーマットの作成をできること

研究再現性を確⽴できること

機
関

機関内の研究データ管理サービスを⽀援するシステムを提供できること

メタデータはシステム間の相互運⽤性が考慮されていること

個⼈情報・プライバシー保護に対応できること

資⾦配分機関のDMPの規定を満⾜すること

産業界のプライバシーレベルやSLAを満⾜すること

著作権やライセンス管理ができること

研究データや研究記録の正確性、完全性、真正性、信頼性を保障できること

研究機関の⻑がデータ・バックアップ⽤サーバーの提供など、インフラ整備をできること
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データ管理計画 (DMP) 作成【機密性2・完全性2】

ストレージ、デスクトップ連携【可⽤性2・完全性2】

Wikiの実験ノート化【機密性2・可⽤性2・完全性2】

研究プロジェクト管理【機密性2・可⽤性2・完全性2】

データセットのメタデータ付与【可⽤性2・完全性2】

バックアップ【可⽤性2・完全性2】

データ⼀元管理【完全性2】

研究証跡の保存【完全性2】

研究証跡保存【機密性2・可⽤性2・完全性2】

データアーカイブ【完全性2】

SLA99.9%、第三者認証【可⽤性2・機密性2・完全性2】

暗号化【機密性2】

RDMサービス【機密性2・可⽤性2・完全性2】

メタデータ互換【完全性2】

10年保存対応【可⽤性2・機密性2・完全性2】

著作権、ライセンス管理【完全性2】

RDM: research data management (研究データ管理)
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研究者 機関

データ共有とクレジット

可視化

トレーサビリティ
⽣産性向上

研究倫理

研究推進
データ共有による研究効率の上昇
資⾦提供元や産業界のポリシー要求を満⾜

研究公正
研究不正を抑⽌・追跡調査できること
研究における疑念⾏為を抑⽌・追跡調査できること

ヴィジョン2020

データ管理計画 (DMP) 作成【機密性2・完全性2】

ストレージ、デスクトップ連携【可⽤性2・完全性2】

Wikiの実験ノート化【機密性2・可⽤性2・完全性2】

研究プロジェクト管理【機密性2・可⽤性2・完全性2】

データセットのメタデータ付与【可⽤性2・完全性2】

バックアップ【可⽤性2・完全性2】

データ⼀元管理【完全性2】

研究証跡の保存【完全性2】

研究不正防⽌

研究証跡保存【機密性2・可⽤性2・完全性2】

データアーカイブ【完全性2】

SLA99.9%、第三者認証【可⽤性2・機密性2・完全性2】

暗号化【機密性2】

メタデータ互換【完全性2】

10年保存対応【可⽤性2・機密性2・完全性2】

著作権、ライセンス管理【完全性2】

RDM基盤構築

RDMサービス（ワークフロー）【機密性2・可⽤性2・完全性2】



研究データ管理サービス
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研究プロジェクト単位で
ファイルなどを管理

学認と連携しVO(仮想組織)
メンバーでファイルを共有

研究データ管理サービス

エクストラストレージ

パブリッククラウド
（プロバイダーDC）

プライベートクラウド
（オンプレミス環境）

WebアプリはNIIが提供 機関毎に準備

標準ストレージ
（NIIストレージ）

機関管理

国⽴情報学研究所[Test]

機関提供のストレージを利⽤し
研究証跡を保存・保護

S3互換

S3互換

NII提供の最⼩限のデフォルト領域
研究者⼀⼈当100GB

⼤学・研究機関毎のストレージの事情に
合わせてプラグインをカスタマイズ

プロジェクトリーダー
込⼭悠介 助教



GakuNin RDM 機能⾯
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研究室でのデータ管理と
共同研究者とのデータ共有に便利

87

マルチクラウドファイルマネージャー（構成例）

Google Drive

Nextcloud

NII Storage

One Drive

プレビュー機能

バージョン管理

ディスカッション機能

プロジェクト⽤Wiki

研究プロジェクトでのデータ共有・管理
（研究者向け機能）



と連携可能な外部サービス
• 18年度提供中アドオン
• クラウドストレージ

• パブリック
• Amazon S3
• Box
• Dropbox (personal)
• Google Drive

• プライベート
• ownCloud

• 図表・スライド共有
• Figshare

• ソースコードレポジトリ
• GitHub

• 機関レポジトリ
• Dataverse

• ⽂献管理ツール
• Mendeley

• 19年度提供中アドオン
• クラウドストレージ

• パブリック
• S3互換ストレージ
• Azure Blob Storage
• One Drive (personal)

• プライベート
• NextCloud
• OpenStack Swift

• API ver2, ver3
• ソースコードレポジトリ

• BitBucket
• GitLab

• 機関レポジトリ
• WEKO（開発中）

• ⽂献管理ツール
• Zotero 
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研究者がよく利⽤するストレージ、データ解析、レポジトリ、⽂献管理ツールと連携

さくらクラウド、
IDCF、Minio、
S3互換RESTful API搭載製品

New!
（研究者向け機能）



機関ストレージへの接続
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研究データ管理サービス

機関ストレージ

パブリッククラウド
（プロバイダーDC）

プライベートクラウド
（オンプレミス環境）

WebアプリはNIIが提供

機関毎に準備

エクストラストレージ

・機関のシステム管理者がいずれかのオブジェクトストレージ
を学内の標準ストレージとして１種類指定
・プロジェクト開始時に⾃動的にストレージをマウント
・NIIストレージは併⽤不可

パブリッククラウド
（プロバイダーDC）

プライベートクラウド
（オンプレミス環境）

S3互換

エクストラストレージはこれまで通り併⽤可能

S3互換

機関毎に準備

（機関のシステム管理者向け機能）

標準ストレージ
（NIIストレージ）



タイムスタンプを⽤いた研究証跡の記録
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Time 
Stamp

2007.11.
8

10:05:32

時刻認証局
TSA ( Time Stamp Authority )

機関管理

国⽴情報学研究所[Test]
プロジェクトログ

機関ログ

タイムスタンプリクエスト
（データのハッシュ値）

TST ( Time Stamp 
Token )
認証局のデジタル署名

（研究代表者・研究倫理部⾨向け機能）New!



研究証跡保存機能
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研究証跡としてファイルにTime Stamp (TS) が正常に打たれているときは表⽰されない。
プロジェクト管理者は確認してTSを打ち直すことができる。

（研究代表者・研究倫理部⾨向け機能）New!



機関の事情に合わせたGakuNin RDMの提供
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• 機関で利⽤できる拡張ストレージと外部サービス
の制御

画⾯は開発中の仕様です、実証実験環境では表⽰が異なる場合があります。

（システム管理者向け機能）
New!



機関ストレージの設定機能

• 機関が持つオンプレまたは契約している
パブリッククラウドを標準ストレージに設定する機能

画⾯は開発中の仕様です、実証実験環境では表⽰が異なる場合があります。

Coming Soon!
（システム管理者向け機能）



機関ストレージにNextcloudを指定した例

画⾯は開発中の仕様です、実証実験環境では表⽰が異なる場合があります。

（システム管理者向け機能）



機関指定のストレージがマウントされる。
ストレージアイコンはNIIストレージ以外の汎⽤アイコン。
(画⾯はプロジェクト作成後にtestディレクトリを作成した例）

機関ストレージにNextcloudを指定
所属ユーザーがプロジェクトを作成した例

画⾯は開発中の仕様です、実証実験環境では表⽰が異なる場合があります。

Coming Soon!
（システム管理者向け機能）



研究データ管理サービス
実証実験の紹介
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実証実験

• 学認参加機関のIdPでの接続準備（必須）
• ストレージの準備 【技術⾯】

• 標準ストレージ︓NIIストレージ（100GB）
• エクストラストレージ（オプション）︓学内へ提供中の

貴学ストレージを接続して実験
• 機関ストレージ（オプション）︓標準ストレージと切換

えて利⽤
• 学内調整 【政治⾯】

• 実証実験参加のための学内での合意形成
• 実験にご協⼒いただける学内の部局・研究プロジェクト

へのご案内・ご紹介
• 周辺⼤学、関連研究機関へのお声がけもありがたいです



実証実験のスケジュール

• 2019年度4⽉ 実証実験の開始
• 2020年度7⽉ 実証実験の終了アナウンス

同⽉ 本番運⽤の開始アナウンス
• 2020年度9⽉末 実証実験の終了
• 2020年度10⽉ 本番運⽤の開始予定
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2019 Q1 2019 Q2 2019 Q3 2019 Q4 2020 Q1 2020 Q2 2020 Q3 2020 Q4

参加機関

NII

GakuNin RDM
運⽤開始

試験終了
アナウンス

実験開始
アナウンス 機能拡張１ 機能拡張２

実証実験からの
フィードバック

実証実験からの
フィードバック

本稼働⽤の
ストレージ調達

GakuNin RDM 実証実験への参加



学認を⽤いた の認証(SP側)

99
GakuNin RDM実証実験環境でのログイン画⾯（シングル・サイン・オン）



GakuNin RDM実証実験参加機関
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京都⼤学 名古屋⼤学

北海道⼤学

東京⼤学

⾦沢⼤学

GakuNin RDM

九州⼤学

7⼤学が参加（2019年7⽉現在）

富⼭⼤学



北海道⼤学学際⼤規模計算機システム
での利⽤事例
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北⼤クラウド（ストレージ）の活⽤事例として管理基盤を紹介
https://www.hucc.hokudai.ac.jp/intercloud/cloudstorage/



2019/8/23 国⽴情報学研究所
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2019/8/23 国⽴情報学研究所
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名古屋⼤学での事例

104

国⽴⼤学経営改⾰促進事業「研究データの⼤学間相互利⽤に向けた
アカデミッククラウドの構築」の⼀環としてGakuNin RDMを活⽤



研究者 管理者

論文中組図の
画像スキャン

一般市民

非公開
リポジトリ

or

公開用
リポジトリ

東京⼤学 定量⽣命科学研究所
『全論⽂データの登録・保管・公開を⽀援するフレームワークの開発』

不正対策の一環として、IQB では受理された論文の
• 最終原稿と図
• 論文に使用した全ての生データ
• 論文作成が適切に行われたことの「チェックリスト」
を所の研究倫理推進室へ提出することが義務付け
提出されたデータは一般への公開を予定
（現在は所内宛に公開）

論文情報登録

生データ
アップロード 研究公正機能

公開データへ
アクセス

進捗管理
ワークフロー

東⼤定量研開発
アルゴリズムの
組み込み

RIMS: Research Integrity Management System
東京⼤学定量⽣命科学研究所・研究公正管理システム



⼤型研究プロジェクトでの利⽤事例

⽂部科学省新学術領域研究
⾮線形発振現象を基盤としたヒューマンネイ
チャーの理解（オシロロジー）
• 領域代表︓南部篤(PM), 全10班(PI), 研究者40名
• GakuNin RDM 利⽤⼤学 (京都⼤学、北海道⼤学、九

州⼤学間でのデータ共有) 間での共同研究の実施
• 各組織内の全学共通アカウントからシステムを利⽤
• プロジェクト実施中のデータ管理・共有の他に、仮

想組織として⼤型プロジェクト終了後も共同研究を
継続する⽬的
• 利⽤例︓遠隔地の⼤学院⽣(医師)がリサーチ・アシ

スタントとしてデータを整備し、コア教員が監督
106



実証実験への参加⽅法

実験参加のお申込み・お問い合わせ先

宛先︓国⽴情報学研究所
オープンサイエンス基盤研究センター
rcos-office@nii.ac.jp

メール送信の際にはサブジェクトに
「GakuNin RDM実証実験参加希望・＜所属/部局＞・＜⽒名＞」

と⼊れてください

GakuNin RDMの実証実験へのご参加を
お待ちしております
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NII研究データ基盤の整備計画
平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

整
備
計
画

海
外
連
携

国
内
連
携

現在

１．データ管理基盤開発

２．データ公開基盤開発

３．データ検索基盤開発

【実験連携】
⼤学ICT推進協議会

⼤学の情報環境の在り⽅検討会オープンサイエンス対応WG等

【管理基盤開発協⼒】情報基盤センター⻑会議
クラウドコンピューティング研究会

オープンアクセスリポジトリ推進協会

【メタデータ標準策定】
COAR,  OpenAIRE

【国際検索サービス連携】
OpenAIRE

【管理基盤共同開発】
Center for Open Science

試験運⽤ 本格運⽤実証実験

シ
ス
テ
ム
統
合

H29︓基本的な機能の開発
H30︓実証実験・技術検証・機能拡充
H31︓試験運⽤・フィードバックによる改善

H30-32︓機関として実証実験・試験運⽤に参加

仕様策定連携 機能開発連携 実験準備連携

【管理基盤共同研究利⽤連携】
European Open Science Cloud

運⽤連携実験・試験運⽤連携

当該WGや協会にタスクフォースを設け、要件定義
や各種課題の検討、運⽤参加の振興等に従事するこ
とを想定
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【公開基盤共同開発】
CERN



海外連携先

連携内容

• Invenioは、CERNが
提供する複数のデー
タベースの基礎とな
るシステム

• Invenioをベースに公
開基盤を構築

• ソースコードの提供
• 内部ドキュメントの

共有
• 定期的なTV会議によ

るプロジェクト連携

• OpenAIREは、
H2020のサポート
で運⽤されるディス
カバリーサービス

• メタデータ連携
• テキストマイニング

に関する技術的連携
• ナレッジグラフ構築

に関する技術的連携

• Open Science 
Framework (OSF)
は、⽶国NPOのCOS
が開発・提供する
サービス

• OSFを機能拡張し管
理基盤を構築

• ソースコードの提供
• 内部ドキュメントの

共有
• プロジェクト管理シ

ステム上での連携

国際協⼒体制
データ公開基盤 データ検索基盤 データ管理基盤

基盤＞5.オープンサイエンス
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まとめ

• NII Research Data Cloud (NRDC)は学術機関向けの
共通研究データ基盤であり、研究データを公
開・検索・管理する各サービスで構成される. 
検索基盤はCiNii Research, 公開基盤はJAIRO 
Cloud, 管理基盤はGakuNin RDMと呼称. 学術機
関におけるオープンサイエンスや研究公正の活
動を⽀援.

• NII RDCの本稼働は2020年後半を予定
• 実証実験参加機関は2019年9⽉まで継続的に募
集中
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https://rcos.nii.ac.jp/


